
When I was a child, I really wanted to have my own 
swing. In rural Jamaica, there are no public parks. Many 
families have very large backyards, so they use it as 
playgrounds for their children. Swings were very popular. All 
my neighbors, classmates and cousins had swings. I prayed 
everyday that I would have a swing of my own.   

To make a swing, there are some things that you need. 
First, you need to find the “right tree”. The right tree should 
not be too tall or too short. This tree should be strong and 
provide a lot of shade from the sun. Second, you will need 
some rope and one piece of strong board.   （中略） 

Nicky and I gave Uncle Larry a great big hug. He gave us 
“Paradise plum candies” as our reward. Then Uncle Larry 
asked us to help him pick some mangoes to take back with 
him to Kingston. As we walked towards the mango tree, I saw 
a beautiful swing glowing in the summer sun.  （中略）The 
tree was perfect and we could eat mangoes and enjoy our 
swing. My mother was right all along, “Good things come to 
those who wait”. Instead of getting a simple swing that 
everyone had, my mother and Uncle Larry had made the 
greatest swing in rural Jamaica at least that’s what Nicky 
and I have told everyone. 
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これから求められる英語科授業の在り方 

－大学入学共通テストを基に考える授業づくり－ 
 

生徒が卒業までに身に付けるべき資質・能力を育成するためにどのような授業を目指すべきか

について提示する。また，大学入学共通テストの試行調査等の分析結果と新しい時代に求められる

資質・能力について述べる。 

１ これからの授業づくり 

 外国語の学習においては，生徒の学びの過程全体を通して，知識・技能が，実際のコミュニ

ケーションにおいて活用され，繰り返し思考・判断・表現することを通して獲得される必要が

あり，授業においては，内容理解から表現活動へという方向性を意識した取組が求められる。

読んだ英文で何が説明されているのか，筆者は何を主張したいのか，自分ならどのように対応

するのか，自分はそれに賛成か反対か，といった問題意識をもって英文を読む習慣を付けるこ

とが大切である。これらを実現するために必要な内容把握，技能を統合した活動例を紹介する。

図１は ALT が作成した教材である。ALT の経験に基づく教材を時折使うことで，ALT やその母

国への興味・関心が高まり，異文化理解にも役立つ。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
図１ ALT の自作教材 



(1)  内容理解に関する活動例 

以下に示すような活動の中から，内容理解に必要な活動をレッスンごとに取捨選択して

行い，その後に表現活動に取り組む。 

ア パラグラフごとにタイトルを付ける。 

パラグラフの概要把握や要約に役立つ。 

例：Part1  In Jamaica, many families have swings in their family backyards.   

Part2  You need the “right tree” and some rope and one piece of strong board to    

make a swing. 

イ 談話標識（discourse markers）を意識する。 

論理の展開を明確に把握することができ，必要な情報を探し出すときの目安として利     

用することができる。 

例：第１段落の“so”の箇所又はその直後を空欄にし，補充する。 

ウ パラグラフの構成を意識する。 

パラグラフの構成として，通常トピック・センテンスが冒頭に置かれ，次に例示や具      

体例を示す支持文がきて，最後にトピック・センテンスを言い換えた結論文がくる。ト

ピック・センテンスに着目すると，パラグラフの論点を的確に理解することができる。 

例：第２段落は第１文がトピック・センテンス，第２・３文が支持文となっている。 

エ ジグソー学習に取り組む。 

段落または段落内の１文１文を順不同にしておき，ストーリー順に並べ替える。キー       

ワード，パラグラフ，要約文，内容を表す絵や写真を並べ替えてもよい。深い内容理解    

や論を構成する力の育成が期待できる。グループで取り組むと，情報を共有するために，

生徒は互いに英語で説明したり，説明を聞いたりするため，楽しみながらコミュニケー

ション活動ができる。 

オ 質問を作る。 

内容把握に関する英問英答を教師が作成するだけでなく，生徒同士で行うことで，英    

文をより深く読む習慣が身に付く。 

カ 音読練習をする。 

内容を理解の後は，リード＆ルックアップ，シャドウイング，ディクテーション，ディ

クト・コンポジションなどの音読に関する活動を繰り返し行うことで，リスニングやス

ピーキング力は勿論，読解力の育成，速読の練習にもなる。ネイティブの発音を真似る

ことも重要である。 

 (2) 表現活動の例 

内容理解の後の活動として，曽於高校梶谷教諭の実践例を紹介する。 

実践例①（図２）は，Chain writing の取組で，書き出しの英文に続けてグループの   

メンバー（２～４人）が，順に１人１文ずつ書いて文章を完成させていく。限られた時間

の中で他の書いた人が文に続けて英文を書かなければなない。また，次に書く人に繋げ

ることを意識しなければならず，即興性が問われるので，１人でまとまった文章を書く

よりも難しいことがある。完成後にグループ内で文章を見直し修正すると，お互いにア

イディアを出し合い，生徒は自ずと協働学習をすることになる。個人英作文だけでなく，

このような活動を時折取り入れることで，活動が単調にならず，生徒は主体的に取り組



むことができる。 

実践例②（図３）は，教科書の本文の内容理解をした後に，教科書の内容に関するテー

マに対して賛成か反対か理由を含めて書く活動である。教科書の内容理解においては，

(1)内容理解に関する活動例のエで紹介したジグソー学習にも取り組んでいる。ジグソー

学習をグループごとに取り組ませることで英語による言語活動を充実させている。実践

②では，ワークシートで評価基準を明確にし，それに基づいてＡ～Ｄで評価しているた

め，教師の指導に一貫性があり，生徒も取り組みやすい。 

    面接やスピーチ，プレゼンテーション，ディベート，ディスカッション，エッセイ等の

パフォーマンス評価などにより，「言語を用いて何ができるか」という観点から評価がな

されることが期待されており，このような取組を継続することで，生徒は自分の考えを論

理的に相手に伝える能力を身に付けることができる。この取組では，生徒が賛成か反対の

立場で自分の意見を述べており，実際のディベートへと発展させることができる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 大学入学共通テストの試行問題の特徴 

（※①～⑧は大学入試センター試験からの主な変更点を示す。） 

 

大学入学共通テストの試行調査においては，グローバル人材の育成を目指した英語教育改革

の方向性の中で高等学校学習指導要領に示す４技能をバランスよく育成することが求められ

ていることを踏まえ，①「リーディング」と「リスニング」の配点が均等（リーディング，リ

スニングが各 100 点）となった。これはリーディングに偏らない，「バランスの取れた指導・学

習が必要」という強いメッセージと考えられる。ただし，各大学の入学者選抜において，具体

的にどの技能にどの程度の比重を置くかについては，４技能を総合的に評価するよう努めると

いう「大学入学共通テスト実施方針」（平成 29 年７月）を踏まえた各大学の判断となる。試行

調査では，センター試験と一部異なる形式の問題が出題されているが，問われている英語の能

力や知識そのものが変わったわけではない。 

「リーディング」においては，②発音，アクセント，語句整序などを単独で扱う問題は無くな

り，「文法・語彙・語法の知識」を長文読解の中で適切に使いこなせるかどうかが問われるよう

 
図２ 実践例① 

 

図３ 実践例② 

 



になった。③正解が複数あるという問題（図４），④「事実」と「意見」を区別する問題（図５）

が出題されていることは大きな特徴である。正解を複数選択してもよいという出題形式により，

より正確な読みが求められるようになったといえる。 

 

 

 

 

 

 

図４ 正解が複数ある問題      図５ 「事実」と「意見」を区別する問題  

図５のように「事実」と「意見」を区別する問題は，英文の内容を正確に読み取るために必

要であるだけでなく，ライティングで説得力のある英文を書くためにも必要である。内容理解

から表現活動へという方向性を強く意識していることが理解できる。⑤総語数は，センター試

験よりも約 900 語増となっており，必要な情報をより早く正確に処理する能力が求められる。 

 英文の内容面では，ウェブサイトやブログの内容，料理クラブで使うレシピ，ディベートや

プレゼンの準備のための文章といった，⑥日常生活に即した設問が目立つ。設問を見ると，必

要な情報を探し読みする問題，英文と図表やグラフを絡めた問題が出題されている。 

「リスニング」においては，文法・語彙の知識を，音声と結び付けることができるかどうか

が試されている。⑦読み上げが１回の問題と２回の問題が混在するパターンも実施された。１

回しか読み上げられないのは実際の会話を想定したものと予想される。大学入学共通テストで

は複数の情報を読み取りながら解答する必要があるため，読み上げ回数は出題意図によって調

整されると考えられる。 

また，アメリカ英語だけでなく⑧イギリス英語や英語を母国語としない読み上げも見られた。

これは，これからのグローバル社会で多様な民族の人々とコミュニケーションを図る可能性が

高くなる日本人にとって，必要な対応であるとも考えられる。教師が授業は原則英語で行うこ

とや，生徒同士の英語による言語活動を多く取り入れることも対策として考えられる。 

３ 終わりに 

 大学入学共通テストにおいても，限られた時間内に多くの英文を読むと同時に，技能を総合

的・統合的に活用する力が求められている。これまで同様に，文法・語彙・語法等の知識も求

められる。コミュニケーション活動において，思考・判断・表現することを通してこれらの力

を総合的に育みたい。 
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